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平
成
ノ
大
造
営

り
九
州
国
立
博
物
館
で
放
映

r
•神
宝
館
で
8
k

撮
影

S
N
H
K

エ
ン
タ
ー
。
フ
ラ
イ
ズ
制
作S

傘
宗
像

今
秋
十
月
に
開
館
十
周
年
を
迎
え
る
九
州
国
立
博
物
館

（
以
下
九
国
博
）
の
記
念
事
業
と
し
て
、
七
月
二
十
七
ー
八
月

三
日
ま
で
の
間
、
境
内
の
神
宝
館
及
び
沖
ノ
島
で
最
先
端
の

8
k

動
画
の
撮
影
が
実
施
さ
れ
、
今
月
六
日
よ
り
同
館
シ
ア

タ
ー
ル
ー
ム
で
一
般
公
開
さ
れ
る
。

今
回
の
撮
影
は
九
国

博
開
館
時
に
制
作
さ
れ

た
沖
ノ
島
映
像
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
た
め
の
も
の

で
、
十
年
前
は
静
止
画
で

の
8
k

撮
影
が
限
界
で

あ
っ
た
が
、
撮
影
機
器
の

進
歩
に
よ
り
動
画
で
の

8
k

撮
影
が
可
能
と
な

り
、
よ
り
臨
場
感
溢
れ

る
映
像
が
撮
影
さ
れ
た
。

会百

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

m
[虹
刷
閏

を
戒
め
る
元
来
仏
教
か
ら
来
た
宗
教
儀

式
で
あ
り
、
海
、
山
の
幸
に
収
穫
を
感
謝

す
る
祭
り
で
も
あ
る
▼
日
本
で
は
神
仏

習
合
に
よ
っ
て
神
社
で
も
行
わ
れ
よ
う
に

な
っ
た
。
神
社
で
は
大
分
県
の
宇
佐
神
宮

の
八
幡
信
仰
が
起
源
と
さ
れ
、
石
清
水
八

幡
宮
、
箆
崎
八
幡
宮
が
有
名
で
あ
る
。
全

国
の
八
幡
社
で
行
わ
れ
て
い
る
了
当
社
の

秋
季
大
祭
（
田
島
放
生
会
）
は
十
月
＿
日

ー
三
日
ま
で
行
わ
れ
る
。
宇
佐
神
宮
と
石

清
水
八
幡
宮
の
儀
式
の
例
に
倣
っ
た
と
さ

れ
、
「
応
安
神
事
次
第
」
に
よ
れ
ば
、
八
月

士
＝
日
か
ら
十
五
日
ま
で
三
日
間
行
わ
れ

る
大
神
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
神
事
は
戦
国

時
代
に
一
時
中
断
す
る
が
大
宮
司
宗
像
氏

貞
の
と
き
に
再
興
さ
れ
、
そ
の
後
何
度
も

中
絶
を
繰
り
返
し
、
現
在
の
大
祭
に
受
け

継
が
れ
て
い
る
。
時
が
変
わ
っ
て
も
放
生

会
の
心
の
原
点
は
生
き
と
し
生
け
る
も
の

に
感
謝
を
す
る
神
事
で
あ
る
こ
と
に
他
な

ら
な
い
文
っ
、
地
球
の
温
暖
化
の
影
響
に

よ
る
異
常
気
象
や
生
態
系
へ
影
響
を
受
け
、

世
界
の
食
料
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
我
が
日
本
で
は
、
食
べ
残
し
や
売

れ
残
り
の
食
べ
物
が
、
毎
日
大
量
に
捨
て

ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
世
界
有
数
の
食
糧

輸
入
国
で
あ
る
。
飽
食
の
時
代
と
言
わ
れ

て
い
る
昨
今
、
今
一
度
食
物
の
大
切
さ
を

考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
杉
）
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令井冷
装束店
〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
フリ＿ダイヤル 0120-075-980 

授与品店
〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

燥式会社ク江姐
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(oq40)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 



第656号（第三種郵便物許可毎月 1 日発行）
9999999999 µ且鼻 9999 9999 999 • -「

た
前
回
の
実
績
を
踏
ま
え
、
今
丁
大
型
鏡
を
中
心
に
状
態
の
良
好
一
撮
影
が
五
日
間
に
わ
た
っ
て
実
一
九
月
中
旬
か
ら
は
テ
ロ
ッ
プ
[

日
一
回
も
N
H
K

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
：
な
も
の
三
十
面
を
収
蔵
庫
よ
り
」
施
さ
れ
、
二
十
九
日
は
機
材
搬
•
や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
神
社
広
報
＂

木
｝
が
制
作
す
る
こ
と
と
な
り
、
神
こ
運
び
出
し
撮
影
が
進
め
ら
れ
た
。
：
入
、
三
十
日
に
安
全
祈
願
祭
が
一
課
と
詰
め
、
十
月
六
日
に
一
般
[

曜
一1

―
宝
館
で
の
撮
影
は
三
日
間
臨
時
一
撮
影
三
日
目
は
金
製
指
輪
、
二
窟
行
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
総
勢
十
一
：
公
開
さ
れ
る
見
込
み
。
放
映
ス
[

0
休
館
し
て
実
施
さ
れ
、
初
日
は
：
金
銅
製
龍
頭
、
金
銅
製
香
炉
状
こ
名
を
中
心
に
、
九
国
博
、
福
岡
丁
ヶ
ジ
ュ
ー
ル
は
ま
だ
確
定
し
て
い
[

月
一年

機
材
搬
入
や
照
明
等
の
セ
ッ
テ
ィ
五
叩
、
金
銅
製
高
機
、
奈
良
三
彩
が
こ
宗
関
係
者
も
視
察
す
る
中
、
：
な
い
よ
う
だ
が
、
年
内
は
九
国
[

成
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
―
一
堂
に
並
べ
ら
れ
撮
影
さ
れ
た
。
こ
ヒ
ー
ク
時
は
総
勢
十
五
名
が
撮
二
博
内
の
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
で
毎
一

平

翌
朝
当
大
社
と
九
国
博
物
館
一
こ
れ
ま
で
の
神
宝
撮
影
は
基
乙
影
に
関
わ
っ
た
。

□
日
放
映
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
他
一

の
学
芸
員
五
名
が
、
約
二
時
間
：
本
一
点
づ
つ
で
行
わ
れ
て
お
り
、
~
沖
津
宮
や
祭
祀
遺
跡
、
神
職
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
一

か
け
て
銅
鏡
八
十
一
面
の
う
ち
、
二
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
神
宝
を
こ
二
の
膜
や
日
々
の
祭
祀
、
海
や
鳥
、
」
神
々
し
い
沖
ノ
島
と
宗
像
神
に
一

れ
ほ
ど
大
量
に
一
堂
二
花
な
ど
の
自
然
も
撮
影
さ
れ
た
。
一
捧
げ
ら
れ
た
芸
術
的
な
神
宝
を
一

に
撮
影
す
る
の
は
、
神
」
撮
影
期
間
中
、
通
常
勤
務
者
で
こ
走
非
一
度
ご
覧
下
さ
い
。
[

社
と
し
て
も
初
め
て
：
も
あ
ま
り
出
く
わ
さ
な

の
試
み
で
あ
っ
た
が
、

□
い
海
亀
が
港
内
に
現
れ
る

想
像
を
は
る
か
に
上
丁
こ
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

回
る
神
々
し
さ
を
放
一
最
終
日
の
八
月
三
日
に

つ
映
像
と
な
っ
た
。
撮
こ
ほ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

影
ス
タ
ッ
フ
も
神
宝
の
一
空
撮
が
行
わ
れ
、
沖
ノ
島

迫
力
に
息
を
飲
む
状
二
り
島
影
に
夕
日
が
姿
を
見

況
で
、
照
明
や
カ
メ
ラ
一
せ
る
と
い
う
ド
ラ
マ
チ
ッ

位
置
を
ミ
リ
単
位
で
：
ク
な
シ
ー
ン
も
撮
影
さ
れ

調
整
す
る
な
ど
、
慎

□た
。

重
を
期
し
て
ほ
ぼ
丸
一
八
月
末
の
試
写
で
は
迫

一
日
か
け
て
撮
影
に
丁
刀
あ
る
大
量
の
神
宝
や
、

臨
ん
だ
。

□
沖
ノ
島
の
大
自
然
、
珍
客

三
日
間
の
神
宝
撮
二
の
海
亀
も
登
場
し
て
い

影
後
は
、
沖
ノ
島
で
の
了
た
。

宗 MUNAKATA 材し

選
定
、
高
向
敏
治
氏
（
岬

地
区
中
原
）
に
ご
奉
仕

九
月
十
七
日
、
氏
頂
く
こ
と
が
承
認
さ
れ

子
総
代
総
会
が
置
鮎
た
。
奉
幣
使
は
祭
典
前

会
長
以
下
一
0
三
名
．
泊
閲1一
日
の
一
日
に
神
社
に
斎

出
席
の
下
、
清
明
殿
鴫
泊
の
上
、
二
日
祭
に
ご

. 

に
て
開
催
さ
れ
た
。
·
奉
仕
い
た
だ
＜
゜

ｧ
,
5

if
a
 

会
議
で
は
置
鮎
会
』
〖
．

9
-

秋
季
大
祭
斎
行
に
あ

長
を
議
長
に
秋
季
大
一
＆
一
た
り
、
氏
子
の
皆
様
に

祭
を
中
心
と
し
た
議L
'
1
ー
q
t
は
三
日
間
に
亘
り
多
々

案
の
説
明
が
各
担
当
者
よ
り
行
こ
J
協
力
頂
い
て
い
る
。
宗
像
に
秋
を

わ
れ
、
全
て
原
案
通
り
に
承
認
盃
口
げ
る
一
連
の
祭
事
に
神
社
も
氏
子

さ
れ
、
秋
季
大
祭
の
氏
子
奉
幣
：
の
皆
様
と
一
丸
と
な
り
本
年
度
の
秋

使
は
、
旧
玄
海
町
岬
地
区
よ
り
二
李
大
祭
を
迎
え
た
い
。

＇
氏
子
総
代
総
会
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沖
津
宮
神
迎
え
神
事

秋
季
大
祭
に
先
立
ち
去
る
九
二
J
渡
航
安
全
祈
願
祭
が
翌
日
奉

月
三
日
、
沖
津
宮
の
御
神
璽
を
：
仕
す
る
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
、

中
津
宮
に
お
迎
え
す
る
沖
津
宮

□
沖
・
中
両
宮
翼
賛
会
参
列
の
も

神
迎
え
神
事
が
斎
行
さ
れ
た
。
：
と
斎
行
し
参
籠
。
翌
三
日
午
前

神
事
前
日
の
九
月
二
日
、
宮
丁
七
時
「
国
家
鎮
護
」
と
書
か
れ
た

司
以
下
神
職
四
名
が
大
島
へ
渡
丁
大
織
、
両
側
に
紅
白
の
「
御
長

り
、
午
後
五
時
か
ら
中
津
宮
に
二
手
」
と
呼
ば
れ
る
吹
き
流
し
、
船

i
てP

ら
．
首
に
波
切
御
幣
を

一
ゞ

な
る
友
栄
丸
に
神

上[
]
]
]
]
[
[
B
]

出
口
言
ロ

ま
た
沖
・
中
両
宮
こ
候
は
曇
天
と
天
候
が
心
配
さ
れ
」
島
民
が
迎
え
る
な

る
中
の
出
港
と
な
っ
た
が
丁
か
大
島
に
到
着
。
駐

沖
ノ
島
到
着
後
、
楔
が
二
仕
の
先
導
に
よ
り
中

終
わ
る
こ
ろ
に
は
晴
天
こ
津
宮
ま
で
陸
上
神

と
な
っ
た
。
二
辛
。
同
一
時
半
入
御

た
だ
ち
に
沖
津
宮
本
」
祭
が
斎
行
さ
れ
、
滞

殿
に
て
出
御
祭
を
斎
行
。
：
り
な
く
御
神
璽
が

御
神
璽
を
奉
持
し
先
導
丁
中
津
宮
へ
納
め
ら
れ

が
祓
い
を
し
な
が
ら
参
丁
干
月
一
日
を
待
つ
ば

道
を
下
り
御
座
船
に
奉
丁
か
り
と
な
っ
た
。

宮
司
事
務
引
継
ざ
式

二
平
川
琢
朗
主
事
他
関
係
者
が

｛
参
集
立
会
の
下
、
社
殿
の
御

九
月
十
六
日
、
午
前
]
蜘
‘
公
印
、
財
産
目
録
等
の
確

十
一
時
四
十
五
分
よ
り
当
f
認
が
な
さ
れ
、
新
宮
司
に
引
き

大
社
勅
使
館
に
て
宮
司
事
一
渡
さ
れ
た
。
引
続
き
、
本
殿
に

務
引
継
式
が
行
わ
れ
た
。
二
J
関
係
者
一
同
が
正
式
参
拝
を

こ
れ
は
、
高
向
前
宮
司
か
丁
し
て
滞
り
無
く
終
了
し
た
。

ら
藉
津
新
宮
司
へ
の
宮
司
一
高
向
前
宮
司
は
、
「
平
成
ノ

交
代
に
伴
い
行
わ
れ
る
も
丁
大
造
営
」
を
着
手
、
辺
津
宮
本

の
で
、
福
岡
県
神
社
庁
よ
」
拝
殿
の
御
修
復
を
終
え
無
事

り
西
高
辻
信
良
庁
長
、
波
]
虚
座
祭
を
斎
行
。
大
造
営
も
道

多
野
盾
夫
・
竹
間
宗
麿
副
』
半
ば
で
あ
る
も
後
進
に
後
事
を

庁
長
、
望
月
司
郎
参
事
、
二
試
し
、
こ
の
六
月
に
勇
退
。
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本
殿
祭
祀
を
研
究

日曜
古
来
の
祭
祀
を
学
び
、
現
状
祭
祀
を
見
直
す

木1

去
る
八
月
二
十
四
日
、
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部

叩
教
授
・
神
社
本
庁
祭
式
講
師
の
茂
木
貞
純
氏
を
お
迎
え

ー

年
し
、
辺
津
宮
本
殿
に
於
け
る
「
恒
例
祭
祭
式
検
討
・
研

7
 

2

『

成
究
会
」
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
昨
年
の
辺
津
宮
本
殿
・
拝
殿
の
修
復
を
機
に

平
n

大
祭
時
の
拝
殿
腰
板
の
取
り
外
し
が
出
来
な
く
な
る
等
、

従
前
祭
式
の
見
直
し
を
図
る
必
要
が
生
じ
た
為
で
あ
り
、

9

併
せ
て
本
殿
の
構
造
上
、
古
来
の
祭
典
が
ど
の
よ
う
に

象
執
行
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
・
研
究
す
る
こ
と
で
恒

例
祭
祭
式
の
確
立
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

A
 

T~" 
防
各
祭
場
に
お
け
る
恒
例
祭
の
現
状
を
儀
註
や
神
社
史

A‘ 
U
N
等
で
確
認
頂
き
、
直
接
祭
場
で
の
動
き
を
見
て
頂
く
と
、

M
 

こ
れ
ま
で
持
っ
て
い
た
疑
問
の
数
々
が
職
員
よ
り
質
問

l
 

宗
さ
れ
、
懇
切
に
お
答
え
と
助
言
を
頂
い
た
。
研
究
会
は

日
没
ま
で
続
き
終
了
後
は
茂
木
先
生
を
囲
み
懇
親
会
を

開
催
。
此
の
場
に
お
い
て

も
時
間
内
に
お
伺
い
で
き

な
か
っ
た
質
問
等
が
続

き
、
祭
式
に
関
す
る
話
題

に
終
始
し
た
。
本
研
究
会

で
頂
い
た
助
言
と
指
導
を

元
に
本
年
秋
季
大
祭
よ

り
順
次
改
定
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

4
 

ラ
ム
に
て
特
別
に
挨
拶
頂
き
、

総
理
夫
人
安
倍
昭
恵
氏
参
拝
宗
像
の
中
学
生
等
に
東
北
の

八
月
二
士
一
日
、
安
倍
総
理
の
ご
夫
人
で
あ
」
防
潮
堤
建
設
問
題
な
ど
の
話
を
し
、
「
未

る
安
倍
昭
恵
氏
が
辺
津
宮
を
参
拝
さ
れ
た
。
二
来
の
日
本
、
世
界
を
作
っ
て
い
く
の
は
あ

到
着
さ
れ
た
安
倍
昭
恵
氏
は
辺
津
宮
を
葦
：
な
た
達
で
す
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
…
」
と

津
宮
司
の
案
内
の
下
、
正
式
参
拝
さ
れ
高
宮
―
一
人
一
人
と
握
手
を
さ
れ
て
い
た
。

祭
場
、
神
宝
館
を
拝
観
、
短
い
滞
在
時
国
際
交
流
、
震
災

間
で
は
あ
っ
た
が
、
沖
ノ
島
に
お
け
る
復
興
活
動
等
様
々
な

国
家
祭
祀
や
由
緒
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
社
会
活
動
を
さ
れ
る

て
い
た
。
氏
の
今
後
益
々
の
ご

ま
た
、
こ
の
日
メ
イ
ト
ム
宗
像
で
行
活
躍
を
お
祈
り
申
し

わ
れ
て
い
た
、
宗
像
国
際
育
成
プ
ロ
グ
上
げ
ま
す
。

―
ょ
“
]
"
行
い
遭
心
巧
遠
心
チ
→

5
[

全
国
の
神
社
人
が
野
球
を
通
し
て
親
睦
を
深

□
決
勝
へ
と
進
ん
だ
。
決
勝
の
相
手
は
連
覇

め
る
親
善
野
球
大
会
が
八
月
十
七
S

十
九
日
の
丁
中
の
神
宮
チ
ー
ム
、
自
力
の
差
か
終
始
神

三
日
間
、
金
刀
比
羅
宮
（
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
二
呂
チ
ー
ム
の
ペ
ー
ス
で
試
合
は
進
み
三
点

平
町
）
の
当
番
で
開
催
さ
れ
、
選
手
・
関
係
者
約□
ビ
ハ
イ
ン
ド
の
ま
ま
、
最
終
七
回
の
裏
の

一
三
0

人
が
参
加
、
当
大
社
は
太
宰
府
天
満
宮
；
攻
撃
。
先
頭
バ
ッ
タ
ー
が
四
球
で
出
塁
す

と
の
合
同
チ
ー
ム
総
勢
二
十
二
名
で
熱
戦
を
繰
：
る
と
ヒ
ッ
ト
と
四
球
で
満
塁
、
タ
イ
ム
リ
ー

り
広
げ
見
事
に
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。
二c
同
点
に
追
い
つ
く
と
、
最
後
は
フ
ァ
ー

快
晴
の
試
合
当
日
、
午
前
中
は
猛
暑
、
当
チ
ー
：
ス
ト
ゴ
ロ
の
間
に
ラ
ン
ナ
ー
が
生
還
し
サ

ム
は
前
日
の
抽
選
に
よ
り
二
回
戦
か
ら
登
場
、
ニ
コ
ナ
ラ
勝
ち
、
劇
的
な
勝
利
を
収
め
、
神

東
京
チ
ー
ム
と
の
対
戦
と
な
っ
た
。
一
進
一
退
の
二
呂
チ
ー
ム
の
三
連
覇
を
阻
ん
で
の
優
勝
を

攻
防
が
続
い
た
が
な
ん
と
か
終
盤
逆
転
し
辛
勝
、
二
手
に
し
た
。
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九
州
式
内
社
顕
彰
会

『
壱
岐
の
国
』
巡
拝
記

去
る
、
九
月
五
・
六
日
の
両
：
を
正
式
参
拝
し
、
千
本
鳥
居
な

日
、
伊
勢
神
宮
参
拝
を
目
的
と
：
ど
境
内
を
散
策
、
夕
食
の
懇
親

し
た
、
福
岡
県
氏
子
青
年
協
議
：
会
を
京
都
府
氏
子
青
年
連
合

会
の
研
修
旅
・

5
F

咀
阻
~
←
会
員
の
方
も
ご
出
席

；

x
・
ヽ
J

,
9
.
r
,
l

行
が
行
わ
川
刈

l
‘

頂
き
親
交
を
深
め
た
。

“
点
は
警
マ
―

れ
、
当
大
社
見
靡
．

r

翌
朝
、
一
同
は
京

氏
子
青
年
へ
都
か
ら
伊
勢
へ
向
か
っ●
索
澤
澤
＂
i

会
か
ら
も
田
｀

l
-

た
。
先
ず
、
二
見
興

村
会
長
以
玉
神
社
を
自
由
参
拝

下
五
名
が
参
〉
し
、
午
後
に
神
宮
神

加
し
た
。
・
職
案
内
の
も
と
、
内

こ
の
研
修
旅
行
は
、
同
協
議
二
呂
に
て
御
垣
内
参
拝
の
栄
を

会
田
中
茂
廣
会
長
（
柳
川
・
日
」
賜
り
、
次
に
神
楽
殿
に
て
御
神

吉
神
社
）
と
宮
地
嶽
神
社
氏
子
こ
宋
を
奉
納
し
た
。

青
年
会
に
て
企
画
し
て
頂
き
、
一
参
加
者
一
同
、
福
岡
県
氏

実
施
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
二
丁
青
年
協
議
会
に
よ
る
、
念
願

五
日
、
田
中
会
長
以
下
十
六
二
の
神
宮
参
拝
の
感
動
を
胸
に
伊

名
は
、
京
都
の
伏
見
稲
荷
大
社
]
労
路
を
後
に
し
た
。

宗 MUNAKATA 屑し
南以壱、）小1 記法 十て二九
北上岐にさ令式四長十小li当
十を・はれ集内社崎日式大

〖皐〗［ : ̀  ] ］こ喜塁；
＇：東悶けほ神式、し岐干顕務
！』西。でど悶匂平た市二彰局
鉱十壱そ存ぃ神安 を日会を
四岐摩在い名時 訪には務
キは し‘帳代 れか八め
ロ、数、九にの 、け月る

伊 とがあめさ社百社島の
邪歴もあまるなが五を内島

貫悶夏虐g皇塁胄五含且；
命古るい神百も、のめ式る
＜゜わ社社含小神約内が

悶言輩
那事 々
雙記の

.. '"" ~-―三ーニ~ tE 訂 愚

：菱証巧攣:99 ；肩警盃｀巫勢 ・’’’’’u:：1: : ：畠
っ 社い要重せ関征会れは妥墨らでき重理t：こ一時し志し生
てこでる無なて係伐でた住 受の栄た要的位 国代て倭てみ: ：雷；嬰は悶； : ：言ぶ：閲目ぎ；、塁巴［畠且畠哀 9..,.、冒
さはさ神化をだ神永内［ほ安のも方陸点力‘る大め壱す下中で
れ、せ楽財しい社・社 とのは受、とと交と陸ら岐召ほ国ば
て神て←したたな弘と歪ん役元け様のさ古しー）とれ一
き職いを指°がど安共 どぞに、々交れ代つのる島奈ー歴伊
たのた国定国他をのに が、よ最な易て、地間なで良支史伎

は仕今せり神
アい回な‘楽

ロだ地も岐約
バい元ので七
万ナこのでは百
ッが神あ神年
ク演皐る事の
な目ハとに歴
動の名いは史
作中でう欠が
もに奉゜かあ

意が食 のあ

阻紐巌轟誓晶
目麿能百嘉雙
属農；岐そ藝
；胄万息悶馨
た様だ文 ら
。々い化驚
なた． 嘆

福
岡
県
氏
子
青
年
会
協
議
会
研
修
旅
行

伊
勢
神
宮
・
京
都
伏
見
稲
荷
大
社
を
参
拝
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■屋根の解体が進む逢拝所

時
満
ち
て
道
ひ
ら
く

九
月
十
日
に
文
部
科
学
技
官
が
復
旧
工
事
中
の
沖
津
宮
遥
拝
所
の
現
地
指
導
に
来
ら
れ
た
。

沖
ノ
島
を
拝
す
沖
津
宮
遥
拝
所
は
玄
界
灘
の
北
風
が
吹
き
さ
ら
す
厳
し
い
立
地
の
為
、
こ
れ

ま
で
も
修
繕
や
建
替
え
を
繰
返
し
て
い
る
。

,•+15 ぞ
ー[
‘
d

当
日
は
、
設
計
監
理
者
よ
り
建
物

の
損
傷
状
況
や
修
復
内
容
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
同
行
さ
れ
て

い
た
福
岡
県
・
宗
像
市
の
担
当
者
と

共
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

造
営
日
記
⑲

S

沖
津
宮
遥
拝
所
（
大
島
）
復
旧
工
事S

■文化庁の現地指導

主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会
研
修
旅
行

S

長
崎
県
壱
岐
を
参
拝
s

平
成
二
十
七
年
度
の
主
「
j
]
、
鼻
胃

1
.

ー

1
.

一
干

基
地
方
風
俗
舞
保
存
会
研

修
旅
行
が
花
田
会
長
を
始
．
[
]
聟
i

`
·
'
、

め
会
員
6

名
参
加
の
も
と
、

9
.

t
.

.

 

り

八
月
三
十
日
か
ら
一
泊
二
：
»
―
)
】[
r
3
-

F
 

し

4

日
で
開
催
さ
れ
長
崎
県
壱

u

ー

岐
市
へ
と
向
か
っ
た
。
・

I

J
 

高
速
艇
に
て
博
多
を
出
t
{

u
1
 

発
し
た
一
行
は
、
正
午
前
に
‘
．
ノ
グ
、
．
呑

壱
岐
に
到
着
、
一
支
国
博
物
館
こ
に
て
正
式
参
拝
後
、
引
き
続
き

原
の
辻
一
支
国
王
都
復
元
公
園
」
男
岳
神
社
を
参
拝
、
壱
岐
の
方
々

を
見
学
し
、
古
代
か
ら
続
く
壱
：
の
信
仰
の
深
さ
に
関
心
頻
り
で

岐
の
歴
史
に
触
れ
た
。
そ
の
後
、
：
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
麦
焼
酎
発
祥

「
電
力
王
」
・
「
電
気
の
鬼
」
と
呼
二
り
地
で
あ
り
今
も
伝
統
的
な
麦

ば
れ
た
松
永
安
左
ェ
門
の
記
念
こ
焼
酎
を
造
る
酒
蔵
を
見
学
し
、

館
や
猿
岩
を
観
光
し
、
湯
ノ
本
二
再
び
高
速
艇
に
の
り
帰
路
に
着

温
泉
に
宿
泊
、
和
や
か
に
親
睦

□
い
た
。

を
深
め
、
夜
半
、
原
の
辻
一
支
国
一
今
回
の
研
修
で
は
、
長
く
伝

王
都
復
元
公
園
に
て
、
壱
岐
の
二
水
が
続
く
壱
岐
神
楽
を
拝
観
し
、

神
職
に
よ
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
二
伝
承
を
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ

壱
岐
神
楽
を
見
学
し
、
風
俗
舞
：
を
再
確
認
し
、
自
分
達
が
継
承

を
伝
承
す
る
会
員
一
同
は
感
動

]
9
る
風
俗
舞
を
続
け
る
事
を
強

し
た
様
子
で
あ
っ
た
。
：
く
意
識
し
た
有
意
義
な
も
の
と

二
日
目
は
、
箱
崎
八
幡
神
社
：
な
っ
た
。



二

ひ
き
、
重
く
鈍
い
音
を
発
し
て
一
空
襲
展
が
あ
っ
た
の
で
見
学
し
て
二
か
回
転
し
て
ネ
ジ
が
は
ず
れ
、
容
一

B
2
9が
飛
ん
で
い
る
。
時
折
り
太
：
き
た
。
空
襲
を
受
け
た
福
岡
市
の
一
器
が
開
き
焼
夷
弾
が
分
散
す
る
も
一

陽
の
光
り
を
受
け
て
機
体
が
き
ら
一
焼
跡
の
写
真
も
あ
っ
た
。
焼
け
野
：
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
焼
夷
弾
は
木
丁
か
っ
た
が
、
背
が
高
く
、
衣
服
の
一
い
た
。
恐
ろ
し
い
こ
と
を
し
た
も

り
と
す
る
。
今
も
忘
れ
な
い
B
2
9一
原
に
な
っ
て
ど
こ
か
あ
ま
り
よ
く
こ
疸
建
築
に
効
果
が
あ
り
、
重
要
な
二
間
か
ら
白
い
細
い
腕
が
見
え
、
側
丁
ん
だ
と
思
っ
た
。
生
き
て
い
る
者

の
姿
で
あ
る
。
大
戦
末
期
大
編
隊
：
分
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
投
下
」
軍
事
施
設
は
破
壊
力
の
あ
る
爆
弾
二

c

見
て
い
た
大
人
が
「
B
2
9の
捕
：
を
解
剖
し
た
九
州
大
学
医
学
部

を
組
ん
で
爆
弾
の
雨
を
降
ら
し
丁
さ
れ
た
焼
夷
弾
、
集
束
焼
夷
弾
が
こ
か
使
わ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
石
造
：
虜
バ
イ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
こ
二

c

行
わ
れ
た
生
体
解
剖
事
件
は
大

「
悪
魔
の
飛
行
機
」
と
し
て
日
本
二
展
示
さ
れ
て
見
覚
え
が
あ
っ
た
。
：
り
の
建
物
が
多
く
爆
弾
が
使
わ
れ
丁
れ
が
悪
魔
の
飛
行
機
の
「
鬼
畜
」
一
分
県
竹
田
市
上
空
で
撃
墜
さ
れ

人
の
恐
怖
の
的
で
あ
っ
た
。
こ
焼
夷
弾
の
説
明
に
は
「
米
軍
が
実
二
J
い
る
。

□
た
と
思
っ
た
。
了
た

B
2
9搭乗
員
十
二
人
が
、
パ
ラ

福
岡
大
空
襲
の
時
（
六
五
一
号
）
一
際
の
日
本
の
町
並
み
を
再
現
し
、
一
空
襲
で
高
射
砲
や
戦
闘
機
で
撃
一
戦
争
が
終
わ
っ
て
、
戦
争
犯
罪
一
シ
ュ
ー
ト
で
脱
出
、
三
人
が
死
亡
、

）
に
は
福
岡
市
天
神
か
ら
平
尾
の
浄
二
爆
撃
実
験
を
行
っ
て
開
発
し
た
爆
二
埜
さ
れ
た

B
2
9の
残
骸
や
落
下
傘
丁
人
の
摘
発
が
は
じ
ま
っ
た
。
友
達

□
機
長
は
東
京
に
護
送
、
八
人
が
五

一
丁国

水
場
ま
で
兄
達
と
逃
げ
た
が
、
家
一
弾
で
、
昭
和
二
十
年
六
月
十
九
日
二

c

降
下
し
た
米
軍
兵
は
公
衆
の
面
二
り
隣
の
家
は
平
屋
の
質
素
な
建
物
二
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
四
回
に
わ

罪
に
戻
る
時
に
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
二
り
福
岡
大
空
襲
の
際
に
、
中
央
区
一
前
に
さ
ら
さ
れ
た
り
虐
待
を
受
け
二

C

、
門
扉
は
い
つ
も
閉
じ
ら
れ
て
一
た
っ
て
解
剖
全
員
死
亡
と
い
う
事

可呻
に
焼
夷
弾
の
殻
や
不
発
弾
が
転
こ
に
投
下
さ
れ
た
不
発
弾
で
あ
っ
た
丁
た
。
一
い
た
。
友
人
が
言
う
に
は
、B2
9□件
で
あ
っ
た
。
戦
争
は
人
間
の
良

便輝
が
っ
て
い
た
。
平
成
二
十
七
年
六
二
の
を
民
家
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
一
大
名
町
の
近
く
で
ロ
・
り
＞
．
の
捕
虜
を
「
生
体
解
一
心
も
失
わ
せ
狂
気
と
な
る
。

＿
ニ日

一
ぃ
た
。
頭
部
が
衝
撃
で
二
数
人
の
米
兵
が
虚
無
[
.
.
f
剖
」
し
た
人
の
家
と
一
こ
れ
も
小
学
校
の
頃
だ
っ
た
が
、

第
．

゜

巳
く
ぼ
み
、
ナ
パ
ー
ム
が
淵
二
僧
の
被
る
深
網
笠
を
・

□

言
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
：B2
9の防
弾
ガ
ラ
ス
の
破
片
と
い
っ

年
・
討
荘
~
一
幸
一

5
[
~

麟
一
れ
て
固
化
し
て
、
内
部
に
こ
仮
ら
せ
ら
れ
、
数
珠
:
f

5
af
i
i

r

学
校
で
は
墜
落
し
た
二L、
こ
れ
を
机
の
上
で
擦
る
と
、

号
付
着
し
て
い
る
」
と
説
明
二
緊
ぎ
さ
れ
て
、
憲
兵
に
．

B
2
9の
捕
虜
を
、
福
岡
こ
目
い
匂
い
が
す
る
と
言
っ
て
、
小

5
6
-

し
て
あ
っ
た
。
空
襲
の
焼
霞
導
さ
れ
て
歩
い
た
市
の
油
山
山
中
で
、
空
：
さ
な
破
片
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
、

即
一
跡
で
プ
ロ
ペ
ラ
状
の
も
の
履
を
見
た
こ
と
が
あ
手
や
日
本
刀
で
殺
害
し
]
目
い
匂
い
に
う
っ
と
り
し
た
。

も
目
に
し
た
が
大
型
容
：
る
。
顔
は
笠
で
見
え
な
た
こ
と
も
友
達
か
ら
聞
一

宗 MUNAKATA 材し 平成27年 10月 1 日木曜日

（続）

公
＃

ハ
『
●
ー
、

＇
ー
・

303 

い
し
い
た
だ
し
一
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西日本菊花大会

のこ‘‘案内
毎年、 11 月 1 日から開催される

菊花展。九州各県、山口の菊花

愛好家から出品された様々な菊

の花約3000鉢が境内に展示さ

れ、西日本一の規模を誇ります。

◆会期
平成27年
1 1 月 2日（月）～22日（日）
◆時間終日
◆会場宗像大社境内
◆拝観料無料
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一
宗
像
市
池
田
森
龍
子

i
姑
の
遺
品
の
中
よ
り
出
で
ぬ
吾
宛
の
手
紙
は
文
字
が
す
べ
て
を
語
る

一
お
姑
さ
ん
の
遺
し
た
手
紙
に
は
何
が
か
い
て
あ
っ
た
の
か
、
た

]
ぶ
ん
世
話
を
し
て
き
た
作
者
へ
の
感
謝
や
息
子
さ
ん
で
あ
る

i
ご
主
人
と
い
つ
ま
で
も
仲
良
く
し
て
欲
し
い
な
ど
だ
ろ
う
。
「
文

i
字
が
す
べ
て
を
語
る
」
だ
が
、
文
字
が
ど
う
だ
っ
た
か
を
読
者

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
i
は
知
り
た
い
の
だ
、
文
字
の
描
写
が
ぜ
ひ
欲
し
い
。

ぽ
こ
め
ぐ

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

祇
園
祭
山
鉾
巡
り
日
田
の
街
暑
き
盆
地
に
さ
わ
風
吹
き
ぬ
i

~
こ
と
ご
と
く
西
瓜
を
割
り
て
食
べ
散
ら
す
わ
が
畑
に
も
白
鼻
心
来
る

日
田
の
祇
園
祭
の
山
鉾
は
か
っ
て
の
繁
栄
を
う
か
が
わ
せ
、
昼
i

~
こ
の
歌
で
宗
像
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
居
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。

夜
と
も
に
見
応
え
の
あ
る
も
の
ら
し
い
。
し
か
し
盛
夏
、
盆
地
i

~
収
穫
が
近
い
と
こ
ろ
ま
で
育
っ
た
西
瓜
を
割
ら
れ
た
悔
し
さ

の
日
田
の
暑
さ
は
想
像
以
上
、
一
陣
の
風
に
ほ
っ
と
し
た
作
者
~

~
を
思
う
が
、
こ
の
歌
の
作
者
は
悔
し
さ
よ
り
も
白
鼻
心
が
来
る

だ
ろ
う
。
〈
祇
園
祭
山
鉾
が
め
ぐ
る
真
夏
日
を
日
田
の
街
吹
く
i]

こ
と
に
驚
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
結
句
を
〈
ー
来
て
〉
と
す
る

川
か
ら
の
風
〉
な
ど
と
し
て
は
如
何
゜

一
と
、
う
ち
の
畑
に
も
来
た
、
と
驚
き
が
出
る
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
ミ
ツ
子
~

過
ぎ
ゆ
き
し
悲
喜
こ
も
ご
も
を
た
ぐ
り
つ
つ
夫
の
祥
月
二
十
三
回
忌
終
ゆ
一
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

法
事
を
執
り
行
な
い
つ
つ
、
御
主
人
の
生
前
の
思
い
出
と
、
亡
一
〈
高
齢
〉
は
〈
こ
れ
〉
か
ら
の
意
さ
、
玄
関
に
曾
あ
ま
た
の
白
桔
梗
を
活
＜

く
な
ら
れ
た
後
の
二
十
二
年
間
の
寂
し
さ
、
一
緒
に
分
か
ち
合
i
作
者
ら
し
い
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
楽
し
い
歌
。
〈
高
齢
〉
↓
〈
こ
ー

い
た
か
っ
た
喜
び
等
に
思
い
を
巡
ら
す
作
者
。
無
事
に
法
事
を
一
れ
ー
〉
↓
〈
こ
れ
〉
、
成
程
と
唸
っ
た
。
下
の
句
は
「
こ
れ
か
ら
」
だ

口
げ
日
鱈
汀
：
』
汀
汀

0心
い
出
を
り
ぃ
口
疇
＜
譴

□麟
汀
｀
〈
口
げ
い
『
に

ニ
く
工
夫
を
。

宗
像
市
多
證
早
川
祥
三

島
々
に
北
斗
の
雫
海
の
道
神
の
湊
に
い
つ
く
島
姫
i

〈
北
斗
の
水
汲
み
〉
の
歌
。
島
の
シ
ル
エ
ッ
ト
の
上
を
北
斗
七
星
]
選
者
詠

の
柄
杓
が
水
を
か
け
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
さ
ま
が
詠
ま
れ
て
~

い
る
。
言
葉
が
ぶ
つ
ぶ
つ
切
れ
、
少
し
分
か
り
難
い
の
で
、
整
一
台
風
の
そ
れ
た
る
夜
の
満
月
に
空
腹
お
ぼ
ゆ
生
き
る
は
食
ぶ
る

理
し
て
み
た
。
〈
島
々
に
柄
杓
で
滴
落
と
す
ご
と
北
斗
星
光
る
一
島
国
の
く
に
び
と
わ
れ
ら
潮
と
汐
あ
さ
と
ゆ
ふ
と
で
字
を
つ
か
ひ
分
＜

一
神
湊
に
〉
。
姫
神
の
歌
は
別
に
一
首
作
り
ま
し
ょ
う
。

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
i

雨
の
日
の
拝
殿
の
床
湿
り
つ
つ
蜻
蛉
二
匹
を
憩
ま
せ
て
を
り
~

梅
雨
の
光
景
が
詠
ま
れ
、
安
ら
ぎ
の
感
じ
ら
れ
る
良
い
歌
。
床
が
~

擬
人
化
さ
れ
て
い
る
が
、
拝
殿
の
床
が
湿
る
と
い
う
の
は
雨
が
降
＂

り
込
む
な
ど
の
目
に
見
え
る
光
景
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
も
一

し
そ
う
な
ら
、
そ
れ
を
詠
み
込
め
ば
更
に
説
得
力
が
出
た
だ
ろ
う
。
i

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

俳
句0

ロ

宗
像
市
武
丸
白
土

ゆ
れ

夏
風
に
風
鈴
揺
て
涼
し
き
や

宗
像
市
多
禰
早
川

ワ
ラ
ス
ボ
の
線
香
花
火
指
焦
が
す

凌 祥

所
〒
八
―
-
|
―
二
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
蓋
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

I
[
[
9
D汀員

状
況
を
見
守
る
事
し
か
出
来
な
か
っ
た
今
回

の
関
東
・
東
北
豪
雨
で
の
鬼
怒
川
氾
濫
・
堤

防
決
壊
▼
鬼
怒
川
は
関
東
平
野
を
北
か
ら
南

へ
、
栃
木
か
ら
茨
城
へ
と
流
れ
る
＿
級
河
川

で
、
平
素
は
川
幅
も
広
く
穏
や
か
、
子
供
の

頃
は
川
へ
遊
び
に
行
っ
た
記
憶
も
あ
る
。
鬼

怒
川
温
泉
や
夏
季
の
鮎
漁
等
の
観
光
、
栃
木

県
都
・
宇
都
宮
市
な
ど
の
水
源
と
な
り
市
民

の
生
活
や
流
域
の
農
業
や
工
業
に
も
広
く

利
用
さ
れ
て
い
る
▼
し
か
し
、
ま
さ
か
の
大

氾
濫
…
与
え
て
く
れ
る
恵
み
も
数
多
い
自

然
で
あ
る
が
、
改
め
て
抗
う
こ
と
の
出
来
な

い
自
然
へ
の
畏
怖
．
畏
敬
の
念
を
抱
か
ず
に

は
入
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
自
然
と
の
共
存
共

栄
」
い
ま
一
度
考
え
な
け
れ
ば
…
▼
一
日
も

早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
（
鈴
）

—II9月油Jig-

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

1~3日秋季大祭
............................ 

つきなみ

15日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮・第三宮祭

午前 11 時～
総社祭、豊栄舞奉奏

·····•·••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
17日表千家献茶祭
午前11 時～
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

［大島・中津宮】
27 日 沖・中両宮秋季大祭
午前9時～
沖津宮大祭

午前11 時～
中津宮大祭




